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燃えよ！イヤー ・ オブ ・ザ ・ ドラゴン

農林中央金庫　香港駐在員事務所長　田辺　徹也

ご案内のとおり、 他の中華圏同様、 香港でも正月と言えば、 旧暦をベースとした所謂旧正月、 春節で

ある。 今年の春節元日は新暦では１月 23 日に当たるため、 本号が出る頃の当地はまだまだ正月気分が

抜けきっていないはずである。 当然ながら旧暦であろうが干支は一緒で、 春節元日以降が辰年となる。

辰年というと 「イヤー ・ オブ ・ ザ ・ ドラゴン」 という、 ジョン ・ ローンやミッキー ・ ロークの出世作となった、

舌を噛みそうな名前の映画を思い出す人も多いのではないだろうか。 ハリウッド映画の題名としても位負け

しない辰＝龍だが、中国では昔から権力や財力の象徴とされ、もともと権力や財力が大好きな中国系の人々

にとって、 辰年というのは極めて縁起の良い年である。 今でも中華圏では通常の年に比べ出生数が増加

するそうで、 今年も 5％程度は増えると見られている。

「九龍」 という主要エリアの名称からも分かるよう、 香港は古来龍との関係が深い地だが、 日本人、 特

に我々の世代にとって 「香港」 「ドラゴン」 といえば、 ブルース ・ リーであろう。 彼＝ドラゴンのイメージは

代表作である 「燃えよドラゴン」 から来ているのであるが、 実際、 彼の名前の中国語表記は 「李小龍」 と

いい、 さらに彼の後継者ともいえるジャッキー ・ チェンの中国語名も 「成龍」 という。 やはり香港人にとっ

て龍はスターであり、 ヴィジュアル的にも華があるため、 春節を祝う香港市内のディスプレイやイルミネーショ

ンも今年はひときわ賑やかで気合いが入っている。

さて、 そんな縁起も威勢も良い 2012 年であるが、 現実に目を向けると香港には越年した課題が山積し

ている。 まず、 今年は米国を始めとした世界的な選挙イヤーであり、 香港でも 3 月に 5 年に 1 度の行政

長官選挙が行われる。 ドナルド ・ ツァン現長官は退任するため、 中国本土同様、 確実にトップの交代とな

るが、有力候補は事実上 2 人に絞られており、今まさに龍虎の戦いが燃え上がっているところである。 一方、

経済の動向であるが、 去年 1 年間でハンセン指数は約 20％下落した。 出だし堅調だっただけに竜頭蛇

尾のような相場であったわけだが、 輸出依存度の高い香港にとって、 欧州債務危機の行方は、 中国本土

の景気とともに、 今後も大いに気になるところである。 また昇り龍では困るのが物価であるが、 中国本土に

比べ、 インフレ沈静化ペースが遅れ気味だ。 高騰が続いていた住宅価格やオフィス賃料はここにきてピー

クアウトした模様だが、 いずれも依然過去最高かつ世界最高水準にあることに変わりない。 さらにずっと課

題とされていながら、 抜本的な解決策が見出せない大気汚染も年々深刻化しており、 昨年は過去最悪を

記録したそうだ。 上空を飛ぶ龍も、 さぞ目が痛いことであろう。

とはいえ、 悪いことばかりではない。 実は、 紆余曲折の末、 昨年香港政府が景気刺激策として永住権

を持つ成人全員に現金 HK$6,000 （約 6 万円） を支給することを決定し、 年末から実際の支払いが順次

行われているのである。 このお年玉に加え、 本土からの買物客は相変わらず引きも切らず、 クリスマスから

春節にかけての商戦は好調で、 ブランド街で有名な広東道のある九龍は今年も燃えている。

ところで、 香港はアニメや映画 ・ ドラマ、 音楽等、 日本の芸能文化が大いに浸透していることでも知ら

れるが、 今やアジア中で人気がある AKB48 の海外でのオフィシャルショップ 1 号店は、 当地の 「ドラゴン

センター」 という商業ビルの中にある。 こちらは 「萌えよドラゴン」 だ。  
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